
 
 
 
 
 
 

第 ２ 回 定 期 研 究 会  

- 37 -



平成 21年度 SGST第２回定期研究会 議事録 
 
日時 ：平成 21年 6月 26日(金) 15：00～18：00 
場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス ３階 大学院講義室  
出席者：久保，渡辺，小塩（名城大），後藤，永田（名工大），山田，舘石，北根，石川（名大），

鈴木（愛工大），酒造（大同大），木下（岐阜大），清水（信州大）川西（豊田高専），杉山（杉山

設計事務所），安藤（富士 E），片山（JIP），大内（オリC），泉野（玉野Ｃ），澤木（セントラルC），
中野（愛知県），森谷（海洋架橋・橋梁調査会），沖森（名公社），土橋（横河），山本（サクラダ），

滝（IHI），加藤，佐藤（中日本Ｃ）,原田（創建），神頭，吉嶺（日車） ,織田，中川，松村（瀧上） 
34名(敬称略)   

 

2．定期研究会（小塩担当幹事） 

講演者：16:00～17:20 阿部 允 (あべ まこと) 氏 （株式会社BMC（鉄道総研グループ）） 
    17:20～17:30 石川 達也 氏（JR東海 静岡構造物検査センター） 
講演項目：「やりくりのアセットマネジメント（予防保全はこうして実現する）」 
    ：「東海道新幹線の鋼桁検査の現場事例紹介」 
 
講演内容 
講演（1）：「やりくりのアセットマネジメント（予防保全はこうして実現する）」： 
予防保全による長寿命化が国の支援のもと進められているが、必ずしもうまくいってない面も

多くみられる。本講演では、その理由を考えてみると同時に、これまでの取り組みの実績をもと

に、予防保全の手法と体制作りについて以下の概要を紹介された。 
１． 取り組み上の課題と方策の立て方 
２． 予防保全に必要な技術とマネジメントの手法 
３． 人材育成と体制作り 
４． 予防保全（長寿命化）による便益の具体化(ビジネスモデル) 
「橋守の活動は責任の取れる地元のお医者さん（資格者）であり、そのような人材を育てること。」 
 
講演（2）：「東海道新幹線の鋼桁検査の現場事例紹介」： 
 JR東海が行っている鉄けたの維持管理について、大変貴重なデータについてご講演いただいた。 
 
本発表については参加者の関心も高く、活発な質疑応答が行われた。 

以上// 
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平成 21年 6 月 26 日 SGST 第 2 回定期研究会 

 

講演題目：「やりくりのアセットマネジメント（予防保全はこうして実現する）」 

     「東海道新幹線の鋼桁検査の現場事例紹介」 

講演者： 株式会社 BMC（鉄道総研グループ） 阿部 允 (あべ まこと) 氏 

     JR 東海 静岡構造物検査センター  石川 達也 氏 

 

講演要旨： 

予防保全による長寿命化が国の支援のもと進められているが、必ずしもうまくいってない

面も多くみられる。ここでは、その理由を考えてみると同時に、これまでの取り組み実績を

もとに、予防保全の手法と体制作りについてその概要を紹介する。主な内容は次のとおりで

ある。 

 

１． 取り組み上の課題と方策の立て方 

２． 予防保全に必要な技術とマネジメントの手法 

３． 人材育成と体制作り 

４． 予防保全（長寿命化）による便益の具体化(ビジネスモデル) 

 

参考資料： 

日経BP社、阿部允著、日経コンストラクション編；「実践土木のアセットマネジメント「や

りくり」で防ぐ社会資本の荒廃」 
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